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海事人材育成のための学びの変革
海事技術者（海事人材）として必要な学力を育成し得る商船学正課教育の改善を行うことが求められて
いる。本研究の目的は、商船高専の技術者教育基盤を活用しながら、一般から専門へスムーズに接続し
た商船学の正課教育を実現するための調査を行う。そして、学生が学び易く理解し易い商船学の教授方法、
分かり易い動画教材の試設計を行う。
特に、つぎの点を明らかにする。
1. 一般教育との連続性を強化した専門教科教育の要件と展開手法の開発
2. 一般教育との連続性を強化した専門教科の動画教科書の試作
3. 一般教育と専門教育の連続性を評価するシステムの要件と実施手法の開発

本研究の成果・適用分野・アピールポイント

・学術的な特色
現在までの商船学正課教育は国土交通省の定める船舶職員養成科目を満たすことを最優先の条件とし
て構築されて来ており、産業･技術教育の視点から調査・解析し、報告された例はない。
本研究は産業･技術教育の視点から商船学正課教育について調査・解析する研究であり、特に、正課教育
を構成する一般と専門の連続性の確保に着目していることは独創的な特徴である。
・期待される成果と意義（波及効果）
商船学教育機関は、1972年の石油ショック以降の海運界の合理化の影響を受け、学科数の減少などを
繰り返し、学生の学力、気質が大きく変貌している。しかしながら、古い教科書を用いた従来通りの教科目
授業が展開されているのが実情である。本研究は、現在の商船学科学生の学力と気質に対応した一般教
育、そして、スムーズに接続する商船学･専門教育の要件と展開法を明らかにするものである。本申請の
成果は、海運会社の新人海事技術者や水産系及び国土交通省系の船員養成学校においても利用可能で
あり、波及効果が非常に高いと言える。
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